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はじめに 
平成 11年度に、本市の生涯学習の方向性などを定めた「府中市生涯学習推進
計画」を策定してから 10年が経過しました。当時は「なぜ、いま生涯学習なの
か」を表題としていたことからも、学習機会の提供はもちろん、その必要性な
どについての周知・啓発も課題となっていました。その甲斐があり、現在は、
行政・民間に係わらず、一般的な生涯学習についての理解も進み、生涯学習は、
生活の向上、職業上の能力向上や自己の充実を目指して自発的に進められるも
のとして捉えられています。 
 しかし、その間には学校完全週５日制の実施、教育基本法の改正などに代表
される制度の改正によって、学校と地域との連携の必要性が指摘されるように
なりました。また、社会的には少子化の進展や、ライフスタイルの変化、家庭
と地域社会との関係の変化、団塊の世代1への学習機会提供の必要性、さらに急
速なＩＣＴ2 (情報通信技術)化もあり、生涯学習をとりまく環境は確実に変化し
ています。 
そこで、本計画では、「第５次府中市総合計画」に掲げられた、本市が目指す
べき都市像である「心ふれあう 緑ゆたかな 住みよいまち」の実現を目指し、
これらの社会変化に的確に対応していくために、「スポーツ振興推進計画」や「文
化振興計画」、「学校教育プラン２１」など関係各計画とも整合性を図った上で、
前計画の基本理念などを継承しつつ、「学び」から「学び返し」3をキーワード
として、現状に沿った見直しを行い、今後 10年間の長期的な市の生涯学習の方
向性を明らかにするものです。 

 
1団塊の世代：1947年（昭和 22）～49年（同 24年）に生まれた約 810万人をさす。日本の出生数はこの
３年間に毎年 270万人前後を記録した。その前後の年よりも２、３割多く、非常に突出した人口ボリュー
ムをもっている。 
2ＩＣＴ（Information and Communication Technology）：情報(information)や通信(communication)に関
する技術の総称。日本では同様の言葉として IT (Information Technology：情報技術)の方が普及している
が、国際的には ICTの方が一般的に使用されている。 
3 「学び返し」：市民が、今までの「学ぶ」側から、自ら学んだことや身につけた知識・技能など「学び」
の成果を、地域や他の方に対し「返す」とする考え方。府中市生涯学習審議会で提言された造語。本計画
のキーワードとなっている。 
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